
酒

一
〇
樽
が
献
上
さ
れ
、
翌
日
家
茂
は
、
老
中

.
若
年
寄

・
御
側
衆
に

一
樽
ず

つ
を
分
か
ち
与
え
た
と
い
う
(
「昭
徳
院
殿
御

在
坂
日
次
記
」
)。

南
都
諸
白

の
余
光
が
な
お
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
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箆
四
節

製

墨

す
す

に
か
わ

油
煙
墨
は
、
室
町
時
代
興
福
寺
の
二
諦
坊
で
、
持
仏
堂
に

「薫
滞
」
し
た
灯
明
の
煤
を
と
り
、
膠
に

「和
」
し
て

油

煙

墨

つ
く

っ
た
の
に
始
ま
る
と
伝
え
る

(鵬
擁
酬
)
。

た
ん
に

「
油
煙
」
と
も
呼
ば
れ
て
、

十
五
世
紀
後
半
以
降
、
貴
顕

の
間
で
さ
か
ん
に
贈
答
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

近
世
初
頭
の

一
例
を
あ
げ

る
と
、
天
正
十
年

(盃
八ご)
正
月
、

上
洛
中
の
織
田
信
長
の

一
ユ

ヱ
ン
今

日

合

了
、

入
目

事

、

油

六

升

伽
陬
肺
竍
合
三
叫
モ
ノ
米

ニ
テ
・

(麝
)

八

十

文

シ
ヤ
香

一
朱

五
文

丁

子

一
両

(黄

蓮
)

四

文

ワ
ウ

レ

ン

一
両

百
文

二

日

ノ

テ

マ

卅

五

文

ニ
カ

ワ
灰
ヲ
・
キ

ニ
ョ
リ
五
文
入

ニ
ス
、

(気
)

も
と

へ
、
興
福
寺
か
ら
油
煙
墨

一
〇
〇
挺
を
贈

っ
た
と
あ
り
、

「
方
々
機
遣
、
彼
是
過

分

ノ
入
目
也
」
と
い
っ
て
い
る

(
『夥
調
喉
)
。

古
く
は
製
墨
も
、
寺
坊
を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
興
福
寺
の
多
聞
院

で
も
つ
く
ら
れ
て
お
り
、

『多
聞
院
日
記
』
は
、

元
亀
二
年

(
竃
七一)
三
月
十
五
日
、

製
墨

の
経
費
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
を
と
ど
め
て
い
る
。

(灯

心
)

六
文

ト

ウ

シ

ミ

六
文

ケ

ン

ス
ヰ

(割
木
)

へ柴
)

五
文

ワ

リ
キ

・
シ

バ

五

文

ミ

ソ

シ

ル

四
文

ハ
子

ノ
代

五
文

ワ
ラ

一
ソ
ク

+
文
㌶
橸

米

(豆

腐
)

四
文

タ

ウ

フ



十

八
文

シ
ル
サ
イ
ノ
ウ

ヲ

六
文

五

ト
入

灰

一
段

ヲ

・
キ

ヨ
シ
申
、

ミ

カ

キ

チ

ン
合

七
十

六
文

、

コ
レ
ハ
別
ノ
タ
リ
、

合

八

百

文

代

米

一
斗

五
升

二
合

済

了
、

(

)
は
筆
者
注

ユ

ヱ
ン

ニ
丁

ノ

ヲ
十

丁
、

三
丁

ノ
八

十

三

丁
、

第二章 奈良町の産業

原
料
の
油

・
香
料

・
膠
そ
の
他
の
代
金
は
も
と
よ
り
、

墨
工
の
手
間
賃
か
ら
食
費

・
ケ
ン
ズ
イ

(間
食
)
費

・
燃
料
代
に
い
た
る
ま

で
・
詳
細
を
き
わ
め
て
い
る
・
馨

費

戛

こ
れ
で
途

型
(選

フ
」

δ

撫

三
選
型
(醇
鼕

」
八
三
挺
が
つ
く
ら
れ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
多
聞
院
に
出
入
し
た
油
煙
師

日
墨
工
に
、
新
九
郎
親
子
、
今
辻
子
の
与
二
郎
、
三
条
の
源
二
郎
の
ほ
か
、
小
田
原

へ
帰

っ
た
甚
六
な
ど
の
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

や
が
て
寺
院
勢
力
の
衰
退
に
つ
れ
て
、
製
墨
も
ま
た
、
寺
院

の
手
か
ら
町
方
に
移

っ
て
い
っ
た
。

慶
長
三
年

(
蓋

九八)
写
し
の

「
屋
地
子
之
帳
」
(猷
鬮
姻
翻
館
)
に
、

餅
飯
殿
町
の

「す

ミ
ヤ
甚
四
郎
」
と

「
ス
ミ
ヤ
清
次
郎
」
の
名
が

み
え
る
。

こ
の
ス
ミ
ャ
が
、

「墨
屋
」
を
意
味
す
る
の
か
、
た
ん
な
る
屋
号
だ

っ
た
の
か
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
江
戸
時

代

に
な

る

と
、
町
方
の
墨
屋
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
寛
文
十
年

(一六七〇)
の

「
奈
良
町
北
方
弐
拾
五
町
家
職
御
改
帳
」
(燃
醐
)
か
ら
、

つ

ぎ
の

一
五
人
の
墨
屋
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
北
方
二
五
町
は
、
東
向
通
り

・
餅
飯
殿
通
り

・
三
条
通
り
近
辺
の
、
奈
良
の
中
心
部
に

あ
た
る
町
々
で
あ
る
。

餅
飯
殿
町

次
良
左
衛
門

森
若
狭

森
丹
後

因
鐇

下
三
条
町

新
右
衛
門

椿
井
町

安
右
衛
門

後
藤
三
良
右
衛
門

平
三
郎

池
之
町

仁
兵
衛

吉
兵
衛

南
市
町

六
蔵

一兀
林
院
町

次
良
右
衛
門

高
天
町

清
右
衛
門

但
馬

吉
兵
衛

製

墨

業

の

展

開
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こ
の
ほ
か
、
不
審

ケ
辻
子
町
に

「墨
型
彫
候

三
右
衛
門
」、
池
之
町
に

「墨
細
工

吉
右
衛
門
」
、
橋
本
町
に

「
油
煙

小
兵
衛
」
、

餅

飯
殿
町
に

「
墨
香
具
商
売

庄
兵
衛
」
、
東
向
中
町
に

「墨
晒
布
商
売

大
墨
屋
清
左
衛
門
」
、
南
市
町
に

「
酒
墨
薬
屋

平
右
衛

門
」

の
名
も
み
え
る
。
し
か
し
、
右

の
一
五
人
の
墨
屋
は
、
総
奈
良
町
二
〇
五
町
の
う
ち
、
主
要
部
と
は
い
え
二
五
町
分
に
つ
い
て
の

数
字

に
す
ぎ
な
い
。
奈
良
町
全
体
で
は
、
も

っ
と
多
く
の
業
者
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
い
で
貞
享
四
年

(ニ
ハ八七)
の

『
奈
良
曝
』
も
、
つ
ぎ
の
九
軒
の
墨
屋
を
あ
げ

て
い
る
。

餅
飯
殿
町

御
墨
や

森
丹
後

鍋
屋
町

大
森
和
泉

高
天
町

大
墨
屋
但
馬

同

町

同

同
若
狭

押
上
町

福
井
備
後

薬
師
堂
町

甲
田
出
雲

油
留
木
町

福
井
出
羽

今
御
門
町

藤
村
土
佐

高
天
町

墨
や

吉
兵
衛

わ
ず
か
九
軒
と
い
う
の
は
、
代
表
的
な
墨
屋
に
限

っ
て
書
き
と
ど
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
な
が
ら
、
右

の
う
ち
福
井
出
羽

・

福

井
備
後

の
二
人
が
、
延
宝
二
年

(芙
茜
)
に
奉
献
し
た
十
丁
型

の
大
墨
が
、
春
日
大
社

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
町
の
墨
屋
の
総
数
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
十
八
世
紀
初
頭
に
い
た
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
宝
永
年
間

(
一七
〇
四

～
一〇
)
の

「
町
代
高
木

又
兵
衛
諸
事
控
」
(藤
田
文
庫
)は
、

つ
ぎ

の
よ
う
に
三
八
軒

の
墨
屋
の
名
を
記
し
て
い
る
。

r

墨
屋
之
覚

同 同 同 同 餅
飯
殿

森
若
狭

森
丹
後

森
和
泉

松
村
土
佐

福
井
土
佐

下
御
門

北
室
今
御
門

池
ノ
同

森
田
山
城

大
森
佐
渡

藤
村
佐
渡

春
田
播
磨

松
井
和
泉

中
新
屋

東
城
戸

椿
井
椿
井
三
条

藤
本
備
前

高
森
和
泉

大
嶋
豊
前

藤
田
大
隅

藤
井
山
城
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三
条
今
井
東
向
仲

鍋
屋
油
留
木

、押
上

同同

吉
松
薩
摩

岡
嶋
伊
豆

大
墨
但
馬

大
森
和
泉

福
井
出
羽

福
井
備
後

細
谷
丹
後

黒
津
相
模

合
三
十
八
人

右
之
内
御
墨
屋

餅
飯
殿
町

森
丹
後

同同手
貝
東
向
南

東
向
中

大
豆
山

薬
師
堂

割
石

森
村
筑
後

中
村
大
和

森
嶋
伊
賀

上
田
和
泉

藤
岡
空
石

高
山
内
匠

松
倉
大
和

森
岡
大
和

同
町

森
若
狭

大
豆
山

今
井
城
戸
南
城
戸

油
留
木

同手
貝

太
良
左
衛
門

九
良
兵
衛

庄
九
郎

又
五
郎

甚
兵
衛

庄
次
郎

長
兵
衛

東
向
中

大
墨
屋
但
馬

第二章 奈良町の産業

こ
の
こ
ろ
に
は
、
商
品
経
済
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
庶
民
の
間
で
も
、
書
写
や
筆
録

の
必
要
性
が
強
ま
り
、
筆
と
な
ら
ん
で
墨
の

需
要
が
高
ま

っ
て
い
た
。
そ
の
う
え
、
大
仏
の
再
建
な
ど
が
あ

っ
て
奈
良
を
訪
れ
る
人
が
多
く
、
そ
の
奈
良
み
や
げ

に
墨
が
重
宝
が
ら

れ
て
奈
良
墨
の
名
が
あ
が

っ
て
い
た
。
す
で
に

『奈
良
曝
』
に
は
、

「
南
都
見
物
の
御
か
た
、
さ
ら
し

二
て
も
、
油
煙
墨
に
て
も
御
も

と
め
候

ハ
ん
に

ハ
、
宿
の
て
い
し
ゆ
御
頼
、・・有
て
御
か
い
候

ヘ
ハ
や
す
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
奈
良

の
製
墨
業
は
、
十
八

世
紀
の
初
め
ご
ろ
に
は
す
で
に
確
固
た
る
地
歩
を
か
た
め
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
さ
き
の
「
墨
屋
之
覚
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
墨
屋
は
、
若
狭

・
丹
後
な
ど
と
い
っ
た
国
名
を

墨

屋

と

官

名

も

っ
て
い
る
。
官
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
出
の
文
政
二
年

(一八
充
)
の
史
料
に
よ
っ
て
み
れ
ぽ

(翼
,)
、
三
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冖
尺
八
寸
五
分

金

'
地

一尺一寸強

大森佐渡看板図(藤 田祥光写)

(奈良県立図書館蔵)

じ
ょ
う

等

官

で
あ

る
掾

を
得

て

い

た
も

の
と

思

わ

れ

る
。

塑
魏
か醸
ボ購
轡
蝿

墨
屋
も
ま
た
油
煙
士
な
い
し
墨
師
と
し
て
こ
れ
に

あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

「
柳
原
家

記
録
」
(練
鰍
啾
魁

の
元
和
二
年

(
=ハニ
ハ)
六

月

二

十
八
日
の
条
に

「
藤
原
広
家

任
筑
後
掾

南
都

油
焼
士
也
L
と
あ
る
の
が
そ
の
早
い
例
で
あ
る
。

油
焼
士
は
油
煙
士
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

寛
永
十
三
年

(宍
三六)
大
森
越
後
が
官
名
を

受
領
(癬
灘
撚
娯
駄
森
)、

「天
下

一
御
油
煙
」
の
金
看
板
を
掲
げ
た
と
い
う

(燻
駟
)
。

国
名

・
官
名
は
世
襲
を
認
め
ら
れ

た
が
、

相
続
の
た

び
に
改
め
て
願
い
出
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
の
受
領
の
た
め
に
は
、
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要

で
あ
り
、
関
係
方
面

へ
の
お
礼

そ

の
他

ま
く

の
入
用
も
大
き
か

っ
た
(麒
簓
黝
屠
蚤
瞭
)。

そ
れ
で
も
こ
れ
を
得
よ
う
と
し
た
の
は
、
製
品
に
鱈
を
つ
け
、
家
に
権
威

を
つ
け
る
た
め
で
あ

っ
た
。
と
は
い
え
、

お
い
そ
れ
と
は
得
ら
れ
る
も
の
で
な
か
っ
た
。

宝
永
年
間

(
一比
℃
㎝
)
三
〇
軒
に

お
よ
ぶ
墨
屋
が

国
名
を
持

っ
て

い
る
の
は
、
奈
良
墨
が
そ
の
声
価
を
た
か
め
て
い
た
あ
か
し
だ

っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

な
お
、
奈
良
墨
の
名
声
に
よ

っ
て
か
、
朝
廷
や
幕
府
に
墨
を
納
め
る
御
用
墨
師
も
い
た
。

『奈
良
曝
』

に

「御
墨
や
」
と
あ
る
森
丹

後
と
森
若
狭
が
そ
れ
で
、
宝
永
年
間
に
は
大
墨
屋
但
馬
が
加
わ

っ
て
三
人
と
な

っ
て
い
る
。
享
保
年
間

に
は
、
森
両
家
の
二
軒
に
戻

っ

た
ら
し
く
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
(譎
勳
撚
痢
蜘
疇
焔
瞞
門
)。

一
墨
屋

四
十
軒

(掾
の
誤
り
か
)

内
餅
飯
殿
町
墨
屋

森
若
狭
守
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森
丹
後
守

公
方
様
御
用
墨
白
銀
壱
枚
宛

百
挺

銀
百
枚

御
祐
筆
衆
へ
三
匁
ノ
墨

五
百
挺

此
代
銀

一
貫
五
百
目

右
年
中
之
御
用
墨
也

森
家
両
所
之
商
売
年
中
大
概
九
十
貫
目
程

胡
麻
油

壱
荷

弐
斗
四
升

灰
二
仕
六
袋

一
袋
百
八
十
目

一
貫
八
十
目

第二章 奈良町の産業

森
両
家
か
ら
毎
年
幕
府

へ
六
百
挺

の
墨
を
納
め
て
お
り
、
両
家

の
年
間
の
売
上
高
が
九
〇
貫
目
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
胡

麻
油
」
と
あ
る
の
を
み
る
と
、
当
時
は
菜
種
油
で
な
く
胡
麻
油
を
使
う

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

十
八
世
紀
を
迎
え
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
奈
良
墨

の
声
価
を
高
め
る
う
え
で
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
た
墨
屋
に

松
井
氏
の
古
梅
園
が
あ

っ
た
。
古
梅
園
は
、
天
正
の
こ
ろ
初
代
松
井
道
珍
が
創
業
し
た
と
伝
え
、
『
大
和
人
物
志
』

も
、
研
究
を
重
ね
て

「
良
墨
を
製
す
る
に
至
り
、
慶
長
八
年

(11:0三>
初
て
御
墨
を
製
し
て
こ
れ
を
献
ず
、
因
て
土
佐
掾
の
官
を
賜
ふ
。

こ
れ
よ
り
累
世
官
を
賜
は
る
に
至
り
ぬ
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、さ
き
の
寛
文
十
年

(エ
ハ七〇)
の

「奈
良
町
北
方
二
十
五
町
家
職
御

改
帳
」
に
は
松
井
な
い
し
古
梅
園

の
名
が
な
い
し

(二
十
五
町
以
外
の
町
に
住
ん
で
い
た
ら
別
だ
が
)
、

代
表
的
な
名
墨
家
を

あ
げ
た
と
み

ら
れ
る

『
奈
良
曝
』
に
も
み
あ
た
ら
な
い
。
宝
永
年
間

(
一出
℃
駟
)
の

「高
木
又
兵
衛
諸
事
控
」
に
い
た
っ
て
、
三
八
人
の
墨
屋
の
中
に

「
池
之
町

松
井
和
泉
」
が
あ
ら
わ
れ
る
。
居
所
が
椿
井
で
な
く
池
之
町
だ
が
、
古
く
は
池
之
町
に
住
ん
で
味
膾
屋
を
営
ん
で
い
た
と

い
う
家
伝
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
が
古
梅
園
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
主
は
五
代
元
規
(ヒ
獸
℃
九
)だ

っ
た
と
み

ら
れ
る
。

松

井

元

泰

と

古

梅

園

137
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(『古梅園墨談』)製 墨 図

正
徳
三
年

(一七
lhl)
そ
の
あ
と
を
継
い
だ
の
が
、
元
泰
(レ
亠獸
酖
三
)で
、
こ
の
年
和
泉
掾
の
官
名
を
受
け
て
い
る

(晶
紺
噛
園
)
。

彼

は
、

大
坂
に
出
店
を
開
く
な
ど
古
梅
園
を
隆
盛
に
導
く
と
と
も
に
、
墨
の
研
究
と
改
良
に
努
め
、
晩
年

『
古
梅
園
墨
譜
』

『古
梅
園
墨
談
』

を
著
し
て
わ
が
国
製
墨
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
将
軍
吉
宗
の
愛
顧
を
う
け
た
ら
し
く
、

『
徳
川
実
紀
』

に
、

つ
ぎ

の
よ
う
な

 記
事
が
あ
る
(糠

穫
紀
」)。

南
都

の
墨
工
古
梅
園
和
泉
元
泰
に
命
ぜ
ら
れ
、
和
漢
の
産

の
魚
膠
を
下
さ
れ
、
阿
膠
と
優
劣
を
く
ら

べ
、
黒
炒

の
事
を
も
試

み
よ
と
て
、
本
草
附

方

の
抄
録
な
ど
そ

へ
て
あ

た

へ
ら
る
。
次

の
年
南
都

に
て
製

し
け

る
に
、
盛
慮

の
如
く
出
来
け
れ
ば
、
江
府

に
進
ら
せ
け
る
に
、

い
か

に
し
て
魚
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膠

は
製
す
る
ぞ
と
御
尋
あ
り
、
和
泉
答

け
る
は
、
…
…
…
大
躰
阿
膠
百
匁
を
用
ゆ

る
所

に
、
魚
膠
は
三
分
を
用
ゆ
べ
け
れ
ば
、

二
百
匁
を
も
て
墨

三
十
挺
を

つ
く
る
な
り
と
聞
え
上
し
と
そ
。

こ
の
和
泉

は
好
事
な

る
者

に
て
、
和
漢

の
古
法
を
考

へ
、
良
墨
あ
ま
た
製

し
け
れ
ば
、
霊
元
上
皇

よ

り
も
千
歳
松
と

い
へ
る
名
賜

は
り
し
墨

も
あ

り
ぎ

末
尾
の

「
千
歳
松
」
の
墨
銘
は
、
享
保
十
九
年

(一七三四)
元
泰
が
、
重
さ
二
〇
斤

の
大
墨
を
禁
裏
に
献
上
し
て
賜

わ
っ
た
の
だ
と
い
う

(
「古
梅
園
製
墨

業
の
沿
革
」
)。
大
墨
献
上
の
話
は
、
平
賀
源
内
の

『
物
類
品
隲
』
に
も
の
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
径

一
尺
六
寸
、
厚

二
寸
、

重
さ
二
二

斤
と
あ
る
。
の
ち
に
元
泰
が
著
し
た

『
古
梅
園
墨
譜
』
の
大
墨
式
、

「
大
玄
鴻
宝
」

「
太
極
玄
真
」

「方
壺
真
人
」

「釣
天
寿
宝
」
の

四
種
の
う
ち

「太
極
玄
真
」
か

「
釣
天
寿
宝
」
の
い
ず
れ
か
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

「千
歳
松
」
の
墨
譜
も

『古
梅
園
墨
譜
」
に
の
っ

て
お
り
、
上
方
に

「
天
寵
妙
製
」
、
両
側
に

「
三
字
芳
名
発
鳳
闕
」
「
一
家
美
誉
遍
神
妙
」

の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

『物
類
品
隲
』

に
よ
れ
ば

こ
の
墨
は

「宋
晁
氏
墨
経
及
ヒ
他
の
諸
説
ヲ
考

へ
、
熊
野
山
中
、
千
歳
古
松

ノ
煤

ヲ
取
テ
製

シ
タ
ル
墨
」
だ

っ
た
と
い
う
。

甲 冑墨 と大 墨(鍛 冶商店)

武者人形 をかた どった 甲冑墨(上)は 、

元彙のつ くったものと伝 える。大 墨(下)

には 「龍蝶」 とある

さ
ら
に
元
泰
は
、
墨

の
改
良

の
た
め
唐
墨

の
研
究
を
し
よ
う
と

し
て
、
元
文
四
年

(一七三九)
長
崎
に
赴
い
た
。
そ
の
地
で
元
泰
は
、

清

の
文
人
商
估
ら
と
交
流
し
て
製
墨
法

の
研
究
を
深
め
る
と
と
も

に
、
自
家
製
の
松
煙
と
油
煙
を
帰
国
の
清
人

に
託
し
、翌
年

の
冬
、

徽
州
の
官
工
程
丹
木
が
唐
膠
剤
を
用
い
て
つ
く

っ
た
墨
数
十
挺
を

入
手
し
た
と
い
う
。

『古
梅
園
墨
譜
』
に

「
新
渡
来
墨
」
と
し
て

の
せ
て
い
る
の
が
そ
れ
で

「百
世
宝

ト
ス
ベ

シ
」
と
記

し

て

い

る
。元

泰
の
あ
と
、
古
梅
園
を
継

い
だ
の
は
七
代
元
彙
(吠
瑚
に
鮮
没
)で

ユ39



あ

っ
た
。

「
古

梅

園
製

墨

業

の
沿
革

」

に

は

七
世
元
彙
父

ノ
業

ヲ
継
ギ

テ
和
泉
掾

ヲ
襲

ヒ

古
梅
園
墨
譜
後
編

ヲ
著

ハ
シ

又
紅
花
墨

ト
称

ス
ル
名
墨

ヲ
製

シ
テ
書

二
適

ス
ル
ヲ
示

シ
、
更

二

清
人
沈
南
蘋
ト
交

ハ
リ
テ
画
墨

ヲ
作

リ
名
ヅ

ケ
テ
後
素

必
用

ト
云

フ
、
共

二
世

ノ
賞
讃

ヲ
博

シ
、
天
下
墨

ヲ
称

シ
テ
古
梅
園

ト
ナ
ス

ニ
至

レ
リ
、

幕
府
其
志

ヲ
賞

シ
、
明

ノ
墨
工
著

ハ
ス
所

ノ
墨
譜
並

二
墨
苑
各

一
部

ヲ
賜

フ

と

あ

る

。

元
彙

は

、
『
古

梅

園

墨

譜
後

編

』

を
著

す

と

と

も

に

、
紅

花

墨

を

つ
く

っ
て
古

梅

園

の
地

歩

を

か

た

め
た

の

で
あ

る

。
紅

花

墨

は

、

『
古

梅

園

墨
譜

後

編

』

に

「
紅

花

子

ヲ
以

テ
煙

ヲ
取

リ
製

ス
」

(原
漢
文
)
と

あ

る

よ
う

に
、

紅

を

入

れ

た

墨

で

は
な

く
、

紅

花

の
種

子

の
油

か

ら

と

っ
た
油

煙

を
使

っ
た
墨

の

こ
と

で
あ

る
(訐
編
鉦
談
』
)。

し

か

し
、

蘇

東

坡

は
、

「
金

花

臙

肺

」

を
墨

に

入
れ

た

と
伝

え

る

じ
や

こ
う

し
、
元
泰
も

「本
朝
の
墨
は
只
竜
脳
麝
香
臙
脂
等
を
用
ふ
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
墨

に
紅
を
入
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
か

も

し

れ

な

い
。

と
こ
ろ
で

『奈
良
記
録
』
(臨
暗
醇
璽

に
は
、
寛
保
元
年

(一七空
)
の
こ
と
と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ

奈
良
墨
の
発
展

て
い
る
。

今
年
、
南
都
衰
弊
証
拠
数
々
有

墨
油
煙
灰
焼
、
享
保
年
中
迄
奈
良
中
二
十
八
軒
有
之
而
、
其
内
大
方
三
小
屋
ヅ
・
毎
日
焼
候
由
、
当
年
寛
保
二
至
而
、
漸
十
八
軒
也
、
然
も
此
十

八
軒

一
小
屋
計
二
而
、
剰
へ
年
中
二
休
日
多
し
、
然
ば
墨
数
も
減
少
歟
、
但
松
煙
灰
差
而
前
々
二
不
替
と
云
々
、
油
煙
墨
売
減
少
云
々

享
保
年
中

(
一些
一懃

二
八
軒
を
数
え
た

油
煙
灰
焼
の
業
者
が
、

寛
保
元
年

に
は

一
八
軒

に
減
少
、

そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
油
煙
小
屋
で

毎
日
焚

い
て
い
た
の
に
、

い
ま
は
活
動
中
の
小
屋
は
そ
れ
ぞ
れ

一
軒
、
そ
れ
も
休
み
が
多
い
、
そ
の
た
め
墨
の
生
産
も
減
少
し
て
い
る

の
で
は
、
と
推
量
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
寛
保
元
年
は
享
保
末
年
か
ら
数
え
て
わ
ず
か
数
年
、
こ
の
急
激
な
落
込
み
は
い
か
な
る
事
情

に
よ
る
も
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
つ
ぎ
の
二

つ
の
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
油
煙
灰
焼
を
す
る
専
門
の
業

者

が
い
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
、
し
た
が

っ
て
自
家
の
工
房
で
油
煙
を
焚
か
な
い
で
、
業
者
か
ら
こ
れ
を
買
入
れ
製
墨
に

従

っ
た
墨
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松煙取の図(r日 本山海名産図会』)

屋
も
か
な
り
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま

一
つ
は
、

「
松
煙

灰
差
而
前
々
二
不
替
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
奈
良
の
墨
が
油
煙
墨

一
色
で
は
な

く
、
松
煙
墨
も

つ
く
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
数
十
年
あ
と
の
こ
と
に

な
る
が
、

紀
州
の
藤
代
墨
に
関
す
る
文
政
八
年

(
天
二五
)
の
史
料
に
も
、

「近
ご

ろ
松
煙
は
、
紀
州
に
限
ら
ず
伊
勢

・
丹
波

・
大
和
あ
た
り
で
も
焚
出
す
よ
う
に
な

り
、

京
都

・
奈
良
辺

へ
焚
出
し
に
出
か
け
る
者
が
あ

っ
て
困
る
」
と
あ
る

(蜘
齪
篩

醺
臓
撫
噌
)
。

そ
の
割
合
な
ど
知
る
よ
し
も
な
い
が
、

油
煙
と
な
ら
ん
で
松
煙
も
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『奈
良
記
録
』
が
い
う
よ
う
に
、
寛
保
の
こ
ろ
奈
良
墨
は
、
そ
の
事
由
を
明
ら

か
に
し
な
い
が
、
衰
退
の
時
期
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は

一
時

的
な
こ
と
で
、
そ
の
後
は
回
復
の
道
を
歩
ん
だ
ら
し
く
、
数
十
年
後
の
文
政
二
年

(丕

九)
の

「
南
都
製
墨
家
名
控
」
(縮
賦
簡
フ
)
に
よ
る
と
、

製
墨
家
は
五
五

人

を

数
え
る
。
そ
の
氏
名
は
次
警
の
と
お
り
で
、
何

々
園
、
何

々
堂
と
い
っ
た
屋
号
を
も

つ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
が
目
を
ひ
く
。

製
墨
業
の
発
展
に
つ
れ
て
、

三
都
な
ど
に
出
店
を
構
え
る
墨
屋
も
あ
ら
わ
れ
た

(以
下
、
安
彦
勘
吾

『奈
良
の
筆
と
墨
』
に
よ
る
)
。

江

戸

の
ば
あ
い
は
、
す
で
に
早
く
元
禄

(ヒ
獸
釟
三
)
の
こ
ろ
、

つ
ぎ
の
三
人
の
御
墨
師
の
店
が
あ

っ
た
と
い
う
(瓢
楙
贓
鑞
琳
)。

日
本
橋
南

一
丁
目

森
若
狭

か
ん
だ
の
り
物
町

岡
肥
後

南
大
工
丁

大
墨
但
馬

そ
れ
が
宝
暦

(
一比
瓶
一じ

の
こ
ろ
に
は
、
大
墨
但
馬
に
代
わ

っ
て

「
日
本
橋
二
丁
メ

古
梅
園
松
井
和
泉
」
が
登
場
、森
若
狭
(ヨ
体
礪
)、

岡
肥
後
(大
伝
馬
一丁
目
)と
合
わ
せ
て
三
軒
、
と
も
に

「御
墨
所
」

の
看
板
を
掲
げ
て
い
る

(鵬
館
黼
欣
)
。

こ
の
う
ち
岡
肥
後

に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
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南
都
製
墨
家
名
控

(文
政
二
年
)

二
諦
坊
兼

上
三
条
町

両
家

椿
井
町

勅
名
千
歳
松
墨

古
梅
園

玄
々
斎

柳
生
円

割
石
町

友
雲
亭

北
天
満
町

清
水
堂

下
清
水
町

松
寿
軒

下
清
水
町

白
石
堂

毘
沙
門
町

青
松
園

万
花
園

文
静
堂

芝
闌
亭

西
新
屋
町

中
新
屋
町

北
室
町

鶴
松
園

大
玄
堂

南
市
町

寿
松
園

餅
飯
殿
町

文
昌
堂

嘯
月
堂

玄
林
園

香
林
堂

泰
寿
軒

角
振
町

角
振
町

森
若
狭
掾

森
丹
後
掾

松
井
和
泉
掾

守
玄
堂福
井
重
兵
衛

大
村
屋
清
吉

海
老
屋
勘
兵
衛

海
老
屋
嘉
七

墨
屋
与
兵
衛

車
屋
忠
兵
衛

墨
屋
新
助

木
綿
屋
喜
六

墨
屋
清
助

大
森
彦
右
衛
門

受
領
佐
渡
掾

福
永
甚
兵
衛

松
村
平
八

受
領
土
佐
掾

嶋
屋
庄
三
郎

小
西
孫
兵
衛

梅
寿
園

上
三
条
町

翠
松
園

清
林
堂

寿
光
亭

古
松
園

玄
光
堂

松
寿
亭

紫
石
園

保
寿
軒

松
花
園

玄
林
堂

玄
造
園

万
松
園

紫
雲
堂

欣
栄
軒

文
桂
堂

香
林
園

白
鵞
堂

春
松
園

雲
檻
洞

筆
林
軒

古
松
園

文
花
堂

雲
山
亭

角
振
町

椿
井
町

押
上
町

押
上
町

油
留
木
町

南
半
田
町

北
半
田
西
町

押
上
町

大
豆
山
突
抜
町

中
筋
町

中
筋
町

西
御
門
町

東
向
中
町

中
川
半
治
郎

受
領
淡
路
掾

森
嶋
喜
七

井
上
善
右
衛
門

伊
勢
大
掾

中
村
嘉
兵
衛

高墨 墨墨 墨紬
官山屋 屋屋 屋屋
名庄六 嘉久 卯久
内八兵 助治兵 兵
匠 衛 郎衛 衛

 

堀
井
七
郎
兵
衛

受
領
丹
波
掾

金
子
屋
佐
兵
衛

扇
屋
治
右
衛
門

黒
津
治
兵
衛

敬
雲
軒

東
向
南
町

金
光
堂

東
向
南
町

玄
寿
堂

玄
寿
園

玉
壷
堂

楳
林
堂

松
寿
園

九
鶴
亭

玄
珠
堂

玉
寿
堂

玄
林
堂

玉
翠
堂

玄
翠
園

東
光
堂

桃
花
園

梅
林
堂

春
光
亭

巨
桂
園

文
泉
堂

青
松
堂

梅
寿
園

玉
雲
堂

玄
霜
園

穎
季
堂

松
寿
堂

玄
泉
堂

奈
良
坂
町

内
侍
原
町

高
天
市
町

坂
新
屋
町

西
御
門
町

今
辻
子
町

紬
屋
喜
右
衛
門

上
田
治
兵
衛

受
領
和
泉
掾

鮫
屋
善
七

墨
屋
喜
右
衛
門

布
屋
半
兵
衛

墨
屋
庄
兵
衛

墨
屋
伊
六

大
坂
屋
徳
兵
衛

大
森
筑
前
掾

油
坂
地
方
町

伊
勢
屋
武
兵
衛

下
三
条
町

下
三
条
町

大
坂
屋
善
八

新
村
屋
吉
兵
衛

三
条
村
之
内
東
町

日
野
屋
宇
助

北
向
町

秋
田
屋
小
兵
衛
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古
松
園

大
林
堂

松
林
園

青
雲
堂

雲
林
堂

雲
林
軒

雲
林
園

油
坂
町

綿
屋
嘉
七

高
天
市
町
百
姓
方

墨
屋
太
助

高
天
町

墨
屋
卯
兵
衛

文
耕
堂

玄
妙
亭

玄
光
園

百
花
園

南
新
町

西
城
戸
町

椿
井
町

神
田
堂

南
城
戸
町

玄
林
堂

扇
屋
太
兵
衛

菊
屋
七
郎
兵
衛

大
墨
屋
七
兵
衛

藤
田
大
隅
掾

倉
屋
善
兵
衛

古
松
園

梅
林
堂

山
松
園

美
松
堂

万
松
堂

清
香
堂

南
城
戸
町

東
城
戸
町

東
城
戸
町

三
条
村
之
内
東
町

墨
屋
市
兵
衛

日
野
屋
新
七

松
屋
作
兵
衛

墨
屋
左
六

か
当
地
の
史
料
に
そ
の
名
が
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
。
大
坂
に
つ
い
て
み
る
と
、
延
享
五
年

(噴
誕
翫
牌
)
墨
師
二
四
軒

の
う
ち
、

つ
ぎ
の
三

軒
が
奈
良
か
ら
の
出
店
で
あ
る

(勧
騰
職
丸
)
。

南
久
宝
寺
町
心
斎
橋

南
都
松
井
和
泉

ひ
な
や
町

南
都
松
村
土
佐

高
ら
い
は
し
二
丁
目

南
都
福
井
土
佐

X
1110
年
後
の
安
永
六
年

(耄

七)
に
は
、
墨
師

一
七
軒

の
う
ち
奈
良
か
ら
の
出
店
は
同
じ
三
家
だ
が
、
文
政

三
年

(天
二〇
)
に
は
、

つ
ぎ
の
二
軒
と
な

っ
て
い
る
(
「蛹
數
順
吻
)。

南
都
出
店

御
墨
筆
所

南
久
宝
寺
心
斎
橋
筋
角

松
井
古
梅
園

南
都
出
店

御
用
御
墨
所

高
麗
橋
二
丁
目

桂
花
園

福
井
土
佐
掾

な
お
、
古
梅
園
は
京
都
に
も
出
店
を
も
っ
て
お
り
、
禁
裏
に
近
い
寺
町
二
条
上
ル
に
あ

っ
た

(
「花
落
羽

津
根
」
)
。

と
こ
ろ
で
、

「
天
保
四
年
墨
職
組
合
控
」
と
い
う
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
(繕
勲
飾
趣
。

墨
職
組
合
は
、

株
仲
間
と

墨

職

組

合

み
ら
れ
る
も
の
で
、

文
化
十
四
年

(丕

七)
に
結
成
さ
れ
た
の
だ
が
、
問
も
な
く
差
留
め
に
な

っ
た
と
い
う
。

し

か
し
、

「
元
来
製
墨
の
儀

ハ
当
地
晒
布
続
キ
名
産
之
義
故
、

組
合
無
之
候
而

ハ
」
な
に
か
と
困
る
と
い
う
の
で
、

天
保
四
年

(穴
三三)

き
も

に
改
め
て
再
発
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
奈
良
町
惣
年
寄
徳
田
吉
良
右
衛
門
の
肝
入
り
だ

っ
た
と
い
う
。

史
料
は
こ
の
と
き
の
も
の
で
、
内
容
は
組
合
約
定
書
の
草
案
で
あ
る
。
そ
の
初
め
の
と
こ
ろ
に
、
組
合
に
よ
る
取
締
ま
り
を
必
要
と

し
た
当
時
の
業
界
の
状
況
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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一
、
組
合
が
差
留

め
に
な

っ
て
以
後
、
奉
公
人

の
勤

め
方
が
悪
く
な
り
、
職
留

め
に
し
て
も
他

の
同
職
方
で
勤

め
て
い
る
。

二
、
墨
職
人
も
昼

は
墨
屋

へ
勤
め
な
が
ら
、
墨

の
出
来

不
出
来

に
お
か
ま
い
な
く
帰
り
を
急
ぎ
、

ひ
そ

か
に
松
煙

や
膠

を
買
入
れ
て
夜
分
自
宅

で
墨

細

工
を
や
る
よ
う

に
な
り
、
そ

の
数
五
、
六
〇
人

に
及

ん
で
い
る
。

て
つ
か
え

三
、
墨
職
人
が
直
接
得
意
先

と
取
引
き
す
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
、
墨
屋

・
得
意
先
双
方

に

「
手
支
」
が
生
ま
れ

て
い
る
。

四
、
こ
の
た
め
、
先
年

(文
化
+
四
年
)
の
組
合
結
成
後

二
〇
軒
余

の
墨
職
が
休
業
と
な
り
、
増

え
た
の
は
二
、
三
軒

に
と
ど
ま
る
。

こ
れ

で
は
当
地
名

産

の
売
行
き
が
悪

く
な
り
、
墨
屋
ど
も
不
繁
栄

の
も
と
に
な
る
。

そ

こ

で
組

合

の
再
建

が

必
要

だ

と

い
う

わ

け

だ
が

、

そ

の

「
取

締

方

」

を
整

理

す

る
と

、

お

よ
そ

つ
ぎ

の
と

お

り

で
あ

る
。

一
、
文
化
十
四
年

に
連
印
し
た
墨
屋

は
、
徳

田
氏

の
も
と

へ
印
形
を
持
参

し
、
改

め
て
木

札

(営
業
鑑
札
)
を
受
け

る
こ
と
。

一
、
無
札
で
墨
職

を
営
む
者
が
あ
れ
ば
、
在
方

の
場
合
は
御
番
所

へ
願
出

て
差
留

め
て
も
ら

い
、
町
方

の
場
合
は
徳

田
氏

の
も
と

で
調
べ
た
う
え
惣

代
か
ら
差
留

め
を
願

い
出

る
こ
と
。

一
、
新
加
入
者

は
年
行
司
か
ら
惣
代

へ
申
出

て
、
惣
代

か
ら
回
文

で
組
合
員

に
知
ら
せ
、

一
同
承
知

の
う
え
願
出

る
こ
と
。

一
、
加
入
料

は
銀

二
枚
、
奉
行

.
与
力

.
同
心

.
町
代

へ
の
お
礼
を
差
引
き
、
残
り
は
振
舞
料
と
し

て
組
合
員

に
配
分
す

る
こ
と
。

一
、
組
合
員

の
親
子

・
兄
弟
で
も
、
分
家
し
た
と
き

に
は
新
加
入
と
す

る
こ
と
。

一
、
奉

公
人

で
別
家
す
る
と
き

は
、
親
方

か
ら
引
合

わ
せ
て
も
ら

い
木
札
を
う
け
る
こ
と
。
手
間
職

の
者
が
職
人
方

に
な
る
と
き

は
、
加
入
料
七
〇

〇
文

を
出

し
て
職
人
札

を
う
け
る

こ
と
。

一
、
文
政

二
年
墨
職
人
か
ら
連
印
帳
を
と

っ
た
が
、

こ
れ

に
も
れ
た
者

お
よ
び
そ

の
後

の
職
人

は
、

こ
ん
ど
書
入
調
印
す
る
こ
と
。
墨
職
人
は
、
京

都

.
大
坂

.
木
津

へ
は
働
き

に
い
っ
て
も

よ
い
が
、
そ

の
他

の
と

こ
ろ

へ
は
墨
職
仕
込
先
を
除
き
、
稼
ぎ

に
行

っ
て
は
い
け
な

い
。

こ
れ
に
背

く
者

は
召
抱
え
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。

一
、
職
留

め
の
者

に
つ
い
て
は
、
主
人
よ
り
回
状
を
ま
わ
し
、
其
者

は
互

い
に
召
抱
え
な

い
こ
と
。

一
、
奉
公
人
を
召
抱

え
る
と
き

は
、
不
奉

公
や
不
服

の
申

立
て
が
な

い
よ
う
、

一
札
を
と

っ
て
お
く

こ
と
。

一
、
無
札

の
者

に
膠

を
送
ら
な

い
よ
う
鍋
屋
長
十
郎

・
柏
屋
小
助
方

へ
強
く
申

入
れ

て
お

い
た
。

一
、
松
煙

.
膠
と
も
組
合
中

に
差
支

え
た
と
き

は
互

い
に
貸
借

し
合
う

こ
と
。
墨
職
人

か
ら
頼

ま
れ
て
も
連
印
者
以
外

へ
は
貸
渡
し
て
は
な
ら
な

い
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こ
と
。

一
、
職
人

の
子
ど
も
は
墨

屋

へ
奉
公

に
出
し
て
職
を
習

わ
せ
る
こ
と
。
材
料
を
仕
入
れ
、

夜
分
自
宅

で
墨

つ
く
り
を
し
て
子
ど
も
に
教

え
る
よ
う
な

こ
と
は
し
て
は
な
ら
な

い

こ
と
。

一
、
組
合

の
入
用
銀

は
惣
代

の
方

で
集

め
る
こ
と
。

一
、
毎
年
正
月
十
八
日
を
参
会

日
と
定

め
、
代
表
が
早
朝
春
日
社

に
ま
い
り

神

楽

を

奉

み

き

納
、
昼

「
魚
久
」

に
全
員
集
ま

っ
て
お
下
が
り
の
お
神
酒
を

い
た
だ
き
諸
事
相
談
す

る
こ
と
。

一
、
組
合

の
用
向

は
四
人
の
行
司

(後
述
)
か
ら
回
文

を
も

っ
て
取
計
ら

い
、相
談

の
必
要

が
生

じ
た
と
き

は

「
魚
久
」

で
寄
合
を
も

つ
こ
と
。

一
、
諸

入
用

は

一
軒

に
つ
き

四
匁

の
定

め
だ
が
、
御
礼
銀

・
春
日
御
神
楽
銭

.
職
人
酒
代

・
惣
代
給
銀
な
ど
年
中

一
軒

に
つ
き
七
匁
ば

か
り
に
な

る
。
臨
時

の
入
用

に
つ
い
て

は
、
墨
職
方
細
工
人

の
数

に
応
じ

て
集
め
る
こ
と
。

一
、

そ
の
算
用
書

は
正
月
十
八
日
の
参
会
日

に
披
露
す

る
と
と
も

に
、
そ

の
年

の
年
行
司

を
振
り
く
じ

で
き

め
る
こ
と
。

一
、

そ
の
他
、
仲
間
中

の
葬
式

の
こ
と
な
ど
。

灘

膳嘉永6年 墨職組合規

こ
の
連
印
者
五
七
人
、そ
の
う
ち

一
五
人
が
休
株
、
営
業
中
の
者
は
四
二
人
で
あ
る
。裏
書
の
文
面
に
よ
る
と
、

組
合
仲
間
を
東
之
分

゜
西
之
分

南

之
分

゜
北
之
分

の
四
組

編

成
し
・
組
ご
と
に

「年
行
朝
ご

人
を
選
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
ら
し
い

(搬

し
鋸

撃
練
題
編
猷
蟻
髴
叙
臥
降
2
公
獣
い
級
と
)。

 天
保
十
二
年

(天
里
)
の
株
仲
間
解
散
令
で
墨
職
組
合
も
解
散
に
な
る
が
、

嘉
永
の
再
興
令

に
応
じ
て
、

嘉
永
六

年

(天
五三
)
中
筋
町
岡
村
作
兵
衛

・
東
向
南
町
中
村
嘉
助
の
両
人
が

惣
代
と
な

っ
て
、

奉
行
所
に
組
合
の
再
興
を

幕

末

の

奈

良

墨
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願
い
出
て
許
さ
れ
る
。
そ
の
と
き
の

「規
定
書
之
事
」
(繕
鮟
飾
敵
Y
で
は
、
お
よ
そ

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
合
わ
せ
て
お
り
、

三
五
人

が
連
印
し
て
い
る
。

一
、
不
奉
公
の
奉
公
人

は
猥
り

に
召
使

っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

一
、
墨
磨
渡
世

の
者

で
、
自
宅
で
製
墨
す

る
も

の
が
あ

っ
た
ら
、
墨
磨

を
さ
せ
な

い
こ
と
。

一
、
新
し
く
墨
細

工
人
を
召
抱

え
る
と
き

は
、
前

の
勤

め
先

に
問
合
わ
せ
、
了
解
を
得
た
う
え
で
召
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
組
合
以
外

の
墨
屋

へ
墨
細

工
や
灰
替

の
勤
め
に
い

っ
た
者

は
、
召
使

っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。

一
、
組
合
以
外

の
墨
屋

の
墨
磨

を
し
た
も

の
に
は
、

た
と
え

一
挺
で
も
磨

か
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

一
、

「
松
煙

の
膠
其
外
之
草

類
」

の
小

口
買

い
を
し
た
場
合

は
、
そ

の
出
所

を
よ
く
調
べ
る
こ
と
。
紛
ら
わ
し

い
も
の
と
知
り
な
が
ら
こ
れ

を
買

い
取

っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。
そ

ん
な

こ
と
が
あ
れ
ば
仲
間
か
ら
除
く

こ
と
。

一
、
墨

屋
の
名
前
や
屋
号
は
、

ま
ぎ
ら
わ
し

い
も
の
を
用

い
な

い
こ
と
。
各
自

の
墨
形

の
雛
型

を
型
屋

に
渡
し
て
お
き
、
他

か
ら
注
文
が
あ

っ
て

も
そ
れ
を
彫
ら
な

い
よ
う
約
束

し
て
あ
り
、
こ
れ

に
背
く
型
屋
は
仲
間

で
ボ
イ

コ
ッ
ト
す

る
こ
と
。

一
、
諸

色
高
値

に
よ
り
、
職
人

の
賃
金
を

一
割
増

し
に
す

る
.
め

い
め
い
勝
手

に
賃
増

し
す

る
こ
と

は
絶
対
や

っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。

は

じ

め

て
組

合

の

で
き

た
文

化

十

四

年

(
丕

七
)

五

七
人

、

さ

き

の

「
南

都

製

墨

家

名

控

」

に

よ
れ

ば

文

政

二

年

(
天
芫
)
五

四

人

、

組

合

再

建

時

の
天

保

四

年

(
穴
三
三
)
は

四

二
人

、

そ

し

て
嘉

永

六

年

(
天
五
三
)
三

五

人

と

い
う

と
、

製

墨

家

の
数

だ

け

で

は
確

か
な

こ
と

は

い
え

な

い
が

、

奈

良

墨

は
幕

末

に
向

け

て
衰

退

気
味

だ

っ
た

と

い
え

よ

う

か
。

製

墨

家

の
あ

い
だ

の
隆

替

も

あ

っ
た

で
あ

ろ

う

。

天

保

十

四
年

(
一八
嬰
)

の
奈

良

奉

行

本

多

淡

路

守

の
布

達

(繕
艱
飾
鰍
)
に
、

製

墨

師

森

若

狭

が

、

「
近

来

打

続

困

窮

い
た

し

候

に
付
」

願

い

に
よ

っ
て

「
物

尺
」

(物
差
)

の
製

造

・
販

売

を

許

可

さ

れ

た

が
、

こ
れ

ま

た

売

行

不

振

、

大

和

の
町

・
在

と

も

業

者

は
も

っ
ぼ

ら
若

狭

方

の

「
物

尺
」

を
取

扱

う

よ

う

に

さ
れ

た

い
、

と
願

い
出

て
き

た

の

で
、

「
相

対

の
義

は
勝

手

次

第

」

に
す

る
、

と

あ

る
。
奈

良

で
も

っ
と

も

由
緒

の
あ

る
森

若

狭

家

で

さ

え
、

廃

業

を
余

儀

な

く

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。
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第二章 奈良町の産業

幕
末
の
奈
良
の
名
奉
行
と
う
た
わ
れ
た
川
路
聖
謨
の
在
任
中

(
一猷
瑚
つ

の
日
記

『
寧
府
記
事
』

に
よ
る
と
、

彼
は
奈
良
の
筆
や
墨

に
大
き
な
関
心
を
示
し
て
い
る
。

着
任
の
翌
弘
化
四
年

(
穴
四七)
二
月
、

古
梅
園
の
薄
紅
梅

一
枝
を

届
け
ら
れ
、

梅
の
古
木
や

古
梅

園

の
由
緒
を
聞

い
て
い
る
が
、
の
ち
巡
見
の
途
次
古
梅
園
に
立
寄
り
、
製
墨
法
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
た
と
あ
る
。
彼
は
、
唐
筆
に
ま

さ
る
筆
は
で
き
て
い
る
が
、

「墨
は
唐
土
の
膠
を
用
ひ
て
古
梅
園
に
て
作
れ
共
、
中
々
唐

に
は
不
レ及
」
(疏
脉
玩
稗
日
)と
評
し
、

唐
墨

に

負
け
な
い
墨
を
造
る
こ
と
を
励
ま
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
に
こ
た
え
て
、
出
入
り
の
町
人
か
か
や
助
蔵
が
工
夫
し
て

つ
く

っ
た
黒
三
笏
を

も

っ
て
き
た
。
よ
く
み
る
と
形
も
色
も
唐
墨
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
さ
き
に
古
梅
園
は
、
唐
墨
に
近
い
も
の
は
で
き
な
い
と
い
っ

た
が
、

こ
と
ご
と
く
で
き
た
で
は
な
い
か
。
す

っ
て
み
て
も

「墨

の
当
り
柔
に
て
発
墨
し
…
…
日
本
の
も
の
と
は
み
え
ず
」
、
ど
う
し

(膠
)

(如
)

(膠
)

て
つ
く

っ
た
の
か
聞
く
と

「
た
と

へ
ば
松
烟
二
匁
に
に
か
は
壱
匁
五
分
と
い
ふ
か
こ
と
き
、
和
墨
の
製
也
、
松
烟

二
匁
に
に
か
は
二
匁

(
膠
)

(
墨
)

(
膠
)

も
、
其
余
も
つ
よ
く
い
る
鼠
と
か
く
の
如
し
と
い
ふ
也
、
唐
す
み
は
に
か
は
う
す
く
、
和
す
み
に
か
は
濃
故
と
お
も
ひ
し
は
大
に
あ
や

ま
れ
り
」
と
書
き
と
め
て
い
る
(礪
脉
玩
樺
九
し
。
そ
し
て
八
月
に
は
、

こ
の
墨
を
六
〇
挺
も
注
文
す
る
人
が
あ
り
、

十

一
月
に
は
唐
物
墨

と
し
て
売
る
よ
り
も
、

「
陳
玄
堂
」
の
銘
を
入
れ
て
売

る
こ
と
を
助
蔵

に
す
す
め
て
い
る
。
助
蔵

こ
と
陳
玄
堂
は
、
そ
の
後
も
工
夫
を

重
ね
た
ら
し
く
、
翌
二
年
四
月
、
新
製
品
を
川
路
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
川
路
は
こ
れ
と
唐
墨
を
使

い
く
ら
べ
、

「縮
み
か
た
墨
色
少
も

み
わ
く

不
レ違
、
見
分

へ
き
様
な
し
」
と
感
嘆
し
て
い
る
。

安
政
五
年

(
天
五
八)
の
こ
と
、

餅
飯
殿
町
の
惣
次
郎

・
橋
本
町
の
利
八

・
東
包
永
町
の
嘉
右
衛
門

の
三
人
が
、

古
梅
園
の
墨
と
ま
ぎ

ら
わ
し
い
墨
を
つ
く

っ
て
売
り
さ
ば
い
た
こ
と
が
発
覚
、
組
合
で
こ
れ
を
取
締
ま

っ
た
と
あ
る
(
「奉
差
上
御
受
書

宮
武
テ
ラ
ス
氏
蔵
」
)。
墨
職
組
合
が
十
分
そ

の
役
割
り
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

江
戸
時
代
の
墨
の
生
産
高
を
伝
え
る
史
料
は
な
い
。

明
治
五
年

(
天
七二)
の
製
墨
数
八
二
万

一
七

一
六
挺
、

幕
末
も
ほ
ぼ

こ
れ
に
近

い
製
墨
数
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
奈
良
晒
や
奈
良
酒
に
比
べ
、
奈
良
墨
の
ば
あ
い
は
、
そ
う
大
き
な
後
退
を
み
せ
る
こ
と
な
く
明
治
維
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新

を
迎

え

る

こ

と
が

で
き

た

の

で

は
な

か

っ
た

か
。

朱

墨

つ
い
で
な
が
ら
、
朱
墨

に
つ
い
て
、

ち
ょ

っ
と
ふ
れ

て
お
こ
う
。

『
毛
吹
草
』

に
色
墨
と
あ

る
の
は
、

お
そ
ら
く
朱
墨

の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
朱

は
二
硫
化
水
銀
で
、
天
然

に
は
辰
砂
と
し
て
産
出
す
る
(艀
雕
躑
拗
融
繊
硯
山
)。

郡
山
藩

の

柳
沢
淇
園

(柳
里
恭
)
の
、

延
享
五
年

(
一茜
八
)

ご

ろ
と
推
定

さ
れ

る
日
記

に
、
奈
良

の
業
者

に
朱
墨
を

つ
く
ら

せ
て
い
る
記
事
が
あ

る
。

一
部
の
墨
屋

で
、

朱
墨

の
製
造
に
も
従

っ
て
い
た
も

の
と
み

ら
れ
る
。

江
戸
時
代
、

辰
砂

や
朱

は
朱
座

が
取
扱

っ
て

い
た
。

享
保
六
年

(
毛
三
)
辰
砂
は
こ
れ

ま
で
朱
座
で
商
売

し
て
い
た
が
、

今
後

は
薬
種
屋
で
も
取

扱

っ
て
よ
い
と

の
お
触
れ
が
出

て
お
り
、

同
十
九
年

(
一七
三
四)
に
は
、

に
せ
朱
墨
を

つ
く

っ
て
売

る
者
が
あ
る

の
で
、

こ
れ
を
禁
止
す
る
と
布
達
し

て

い
る
。

ま
た
、
寛

政
八
年

(
一七
九六
)
、

朱

お
よ
び
朱
墨
に

つ
い
て
、

朱

座
の
ほ
か
江
戸

・
京

・
大
坂

・
奈
良

・
堺

で
仲
買

の
者
を
申
付

げ
、

こ
れ

ら
仲
買

か
ら
買

っ
て
も
よ
い
と
触
れ
出

さ
れ

る
が
、

天
保

十
四
年

(
天
四lil)
に
は
仲
買

の
者

を
差
止

め
、

も
と
の
よ
う

に
朱
座
だ
け
か
ら
買
う

よ
う

命
じ
て
い
る
(離

瓢

鞭
集
)。

幕
末
、
木
下
新
六
(ト
鉱
姻
駄
六
)が
あ
ら
わ
れ
て
墨
屋
大
森
徳
兵
衛
方
で
朱
墨
の
製
造
に
あ
た
り
、
明
治
初
年
独
立
し
て
木
下
照
瞬
堂
を
創
業
、

ほ

と
ん
ど
独
占
的
な
朱
墨
業
者
と
な
る
。
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第
五
節

名

産

拾

遺

奈
良
晒

・
酒

・
墨

の
ほ
か
、
近
世
の
奈
良
に
数
々
の
特
産
品
の
あ

っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
第

一
節

で
み
た
と
お
り

名

産

の

史

料

だ
が
、
そ

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
史
料
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
た
と
え
ば
筆
に
つ
い
て
も

そ

う

で

あ

る
。
墨
と
い
え
ば
筆
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、筆
が
名
産
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
嘉
永
三
年

(
一会
O
)

の

「大
和
細
見
図
」
あ
た
り
か
ら
の
こ
と
で
、

そ

の
た
め
も
あ

っ
て
か
、

寛
文
十
年

(一六七〇)
の

「
奈
良
町
北
方
弐
十
五
町
家
職
御
改


